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流行性Quincke氏病樣疾患

牛 山 篤 夫

On the Study of Epidemie of Quincke's Disease.

Atsuwo Ushiyama

　Ih乳d　h合d　the　o1）por七unity　to　research　llo　eaf　es　of　epidemie　QUinclie’s　disease　amo丑g　the

」。1・仙e，。。叫、whi・h陶・cl・in・S・unatra，　e・peci・11y・・t　Pa励ang（al・・g　the　c・a・t・f　th・

Riv，。　Mu・t）du鞠VV・・1d－w・・ll；・nd　c・m・t・the　f・U・wing　c・n・1u・i・n・．

パ．’：he　：yml）t・ms・f　thi・di・eaf・・After　i・・ubati・n・f　30　t・60　d晒the　f・v・・a・ee・d・

to　3rjro．1．，C～6005，C（380C～390C拉aVo加ge）ancl　tliis　continnes　1～33　days（7～10．da、ys　iH

aver。g，）。emitt・鴫Af・・辿t・・’…i・　s　i・u・f　7　d・y・ap1・ear　giant・・ti…ia・her・a・・1　thcre

。f　th，　b・dy　du・i・9・・1・・r・t　7繊b・t』・⑪・七・・i聴Aft…e…di・t・・mi・ミi…f

about　7　days　comes　the　stadiuln　of　s“’ell，　whtch　exists　aboiit　7　day，s　a七〇ne　place　aud　remo－

ves　t6　another；thus　it　suffers．　i且somo　cas．　e，s（as．mysclf，　who　iufeeted　frollユ　oエ10　pat㎞1七｜）y

il、。cul。ti。g　the　b1…d）d・｛’i・g　8　y・ars．　Tl酬w・II・・me・伽v・・thc　b・dy・f・r　i・stance　dye－

b。1い。。g鴫91・tti…d・v岬叫b・t　m・・tly・頑・・End・h・・k（17・8％）…dth輌・eaf　t

（12．9％）．rrhe・、V・11i血g　ti…6・a・・蝋1y　mu・c1・…d・e・・n・1・・y　iuflammat・dユ鵬1・kin・

　　The　m。，t，。岬i・u6・・v・・i・ti・n・f　th・bl・・d　i・high…inol・hili・・a・d　i・v・・i・n・f・・d姐・一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　砂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
odcOτPllseles　by　SQme　vil’11S・

　　2．By　my。・p・・im・ぬ1・t・dy・u　m・nkey－・y・…1・e趣che諭・・t　the　b1・・d・f　the　p・ti→

・・t・’@・・ld　1）ir・・t…df1・・id？f・h6・w・11　th・・ρti・1・gy・鋼・di・e…i・p・・h・p・yi・uいvhich

invacle　the　i’ecl　bloodcorpuscles，　rnNtscIa－　　and　ski丑celles．

　余は昭和工7年1月より昭和22年5月に至る5ケ年5ケ月の間マライ牛島及びスマトラ島に従軍し．

其の間数多くの熱帯性疾患に遭遇し，詳に之を究明する機會を得たり。絃に述べんとするQutncko氏

病様疾患も之等疾息申最も興味深く感じたるものなるも，其の研究の完結が終戦虞際なりし爲公表に

至らす庄しく筐底にありしものなり。然るに最近に至り，i実験的に罹患したる余自身も数ケ年振りに

て本病の再発を見叉1職友力・ら本年10月初旬屡々本病の再agl：困却するとの訴に接し滋に本病の

実態を公表し諸彦の参考に資するの無意義ならざるを知れり。

　｛．本病の流行を見たる地域及聚病の時期。’

　余の紹願にては別表に見る如く，シンガポール，ス

ー・’Ebラ島パ・ン・㍉・ダ…　オ・レげコ峰到る

所に発生を見たる蹟も鍵は・ルン・▽な塊（ム

シ河流域）。其の他ピルマに於ても本疾患を見灸、もの

の如し。気候的には乾期に多く雨期に少し6土着人に

は見らオ毎づ㌔’

　2．・本病の旋拙。本病患者110例につき姻察するに，

（1幡伏期・流行地に醐して最も早法は30日，流行地

を去りて最も避き1は60日にて発病し，又，余が本病

・患者の血液1c．e．を自髄に静注したる後30目にて発病

せるより推測するに潜伏期は30日乃至、60日ならむ。

（2）発熱・37°1’・C　一一　40°5℃の発鯉見たるもの40例

（3膨のにして38°巴a’°eのもの1絆数なり・其の

持績期間は1日～33日にて最も多含は7日～・玉0日なり

（325．ヲの。此の間胃腸騨審靭・

（3）W－《聞欺期；歪響熱賞：約7［1間奄く苑匡｝げミなしo

（4）発疹期：粗×にして僅か民痒感を伸う諺硫疹様物金、

身到る卵ご生ずるil　・）　19例（17・7％、共の．持績期間概

ね7日なり。

（5）第二聞歌期：皐肺疹様発疹の自然消退後約一週聞全、

く症班是なし。　　　　　　’
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螂発羅病・持
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例号症番
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（6卿醐・軽き痒感と鈍痛並に皮膚x“Whの縫の熱感

赫及時に部を獅筋肉或ば筋肉群司匝脹あり，約

一週間持続せる後多くは隣接時に遠隔の筋肉に移動し

ニケ所同時に腫脹するは殆んど認められない。試に此

の腫脹局所を統計的に溺察すれば，腫脹頻度202の内，

頭部S（4．0％）頗苗唖部36（17・8）上口暦5（2’5）

下ロ唇5（2、5）1頚部3（1．5）舌4（2、0）上限瞼2（1．0）

HR球1（0．5）耳輪1（P5）耳朶1（0・5）咽喉2（1・0）

頸部6（3．0）項部4（2．0）胸書B26（12・9）背部11《5・4）

上腹部5（2．5）側腹部4（2・0）肩｝1榔6（3・0）上聴3

（1．5）月榔1（0．5）前脚3（6・4）輔7（3・5）手掌2

（1．0）手者・ff・2（1．0）鰍8（4・0）大腿21σ0・4）膝蓋

1（0の∬醐1（0．5）一’r・腿11φ・4〕足背3こ1・5）足ψ‖！

1｛0．5）鼠践部1（0旬陰茎ユ（0・5）即ち全蜘る庭に

陶鯉生ずるも顔臨｝愉キβ，大腿の順序なり。腫脹の

期聞．は短きは1日髄は賀に8ケ年後の現榔至るも

未だ出没す。zド均5～10ヶ月o

（7）血酬見・（イ順」旧鍛は9，000～17，000に聯1丁し

ffi　一’，第二轍時及町誕な翻瓠鵬には榔ね正常値に

復す，本病に最も特異なるは共の白血球像にして，別

救見る姐離の好醐の勧なり・即ち1敵像を
検査せる89例中60例、67A％）に於て6・5～78・5％に

増加す，而して此の増加せる好酸球は鍍銀染色法によ

りて其の原形質内に多数の微小‖剛状挫輝小蜘榔

を摂収す。（ロ）赤」血球数は450万乃至350万に減少し

約半数の赤血球に次の変化あり，（i）・Gle1・ISIL液染色，

赤」血球表面に多数の小円形赤色斑を生ずること多く，

赤血球内弗C紫赤染する伽」・摺占状物あり，叉赤血球内

に赤染する細麩輪｝伏帯あり（此のものはCabot氏環

に非ず）o　其の帯間に赤き小球状物を生ずることあり

其の中心に微小鮎を認むo赤」血球外に游離し，又は，

被膜に附着して漁1⑳三Fl熱アメーバ襟原虫に似て

原形質青染し其の中に一つの赤題｛絶挫を有するもの

　あり。（ii）鍍銀溶：（蒲眉塗抹標本を型の如く固定し

先づ0ユ％過マン剥液内に・3～5分間浸漬・→ホ洗→2

％安門銀液18分→2秒水洗一｝3％フオルマリン銀液

1分→ガく呂ヒ，　草乞‡栗，検鏡o　本年彦ε日」宜L学会及｜ヨ偲学会に

報告）赤血球内外に黒褐染する微小願粒状髄を認め，

漸次核は便蝕さSvて小球厭翌已：形成することはDe！iLl－

。・熱に似たe・．ども発生せるノ」・醐醐は痩則正しく2－一

畷の同心円檀くこと本病に特異なり。其の小球llk

物聞酷鯉の色索・髄生づ冶ことあり，此の小球状

棚ま赤砲耕に出で好酸球フ⑰他に摂取さる。綱磁

　沈降速鹿は20～40粍（11F手「間イ直）に促進す。

（8）輔の随粥蹴・之の存するもがσ（t‘7・2％）にし

て謙剛経痛を養斥えたるもの2？ぷ醐艦俺麻痺3
　例（内1例は耳下腺炎を合併す）肘及肘闘節炎Lt’例，
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乾性胸膜炎2例，叉，ユ例にてはりこ聲症及呼吸一，嚥下一

放尿障碍を訴えたるも一夜にて治癒t・たり（軽鹿の聾

門嚥下筋及尿道水腫及び腫脹：』o

．次に余は本病の原因を知らんとして訳め質験を行い

たり0

　3．本病患者血液の猿前眼房内接種試験o

　患者の一入にて発病後一ケ月にて全身に粗大なる歳

麻疹様発疹を生じ，上下口唇共腫脹し，髄温39°5℃な

リレ際のntme無菌的に探り此の一瀧猿の右前眼房

内に接種するに，注入せる血液は約24時間限房内に拡

散せる後漸次沈降し，其の後流涙甚しく，上下限瞼は

腫脹し，上限瞼に小指頭大の巷麻疹様発疹二個生ず。

40時間にして角膜は僅に白く洞濁す。此の時前限房水

をとり，物膿板上に乾かし酒精固定の後Giem品液に

k染色し鏡検するに既蓮の鍍銀染色法と同様の赤」虹球

所見を得，叉，多数の赤血球が游走細胞に食喰さるX

を認めた1）。期後角膜は溢々i厭濁の度蝿し・眼球

は前方に突出し綾種後］5日にして再び醐鴎水を検

するに無数の個有蓮動を有する微小｛挫を認めたりo此

の小体はギムザ液染色にて赤染す。而して自濁膨隆せ

る角膜の一t部を切除し物隈板上に塗抹乾燥し，ギムザ

液染色を施して検するに，角膜上皮細胞内に微小体の

存在を見，綱包核の一部は級1・笈さオvて一y一の部にee黒色

の小刊状物叉は菱形物搭個存在す，此のものが細胞外

　に出でふ蓮動する小体として捌取されたるものなり，

即ち之は痘瘡又は牛痘毒の家兎角膜接種によりて生ず

　るPasclLen氏小休と同様なるものなり。罹病角膜¢膨

隆及び源濁は更に昂進し淫に失明するに至れり。

　4．本病の原因
　姉脈微するにO、1？，i・ckelk病の原因巾有力なるもの

　として澱傳が皐げられOtrlerは5代の家系中22名が罹

　患したる事を述べ，女よりも男殊に著年者に多しと苦

　い，叉，罹患者は紳紹府的休質即ち神纏衰弱，flysterle

　気管支喘息及飾にB鵠elloW氏病忠1こ來るものと担iべ

　たりoGl覗Odは口暦或は服瞼の腫脹再磯に伴いて常に

　週期的に関節水腫を来せる1例を報じて居るo共の他

の原因としては局所の外傷，脳直郷縛輝げられ

て居る。而して醐醗生の鹸病田は‘醐の雌鋤

神経の顕批より血管透副庄の昂進するによるとか

　（Angio－11e町otic　o。ll蛉m1心或は最近に於ては循戯せる

毒素の雌壁に及ぼす作駄りとする言覚が有力であ

　る。此の点に關しGiLllotlは屡々一過，ndlの発赤距酬

　疹を伴う或既知の毒索による鯛節腫脹に注目し，叉，

　1、evtsは同一の毒素がDermolysime及溶血素を1差出す

　ることを示し，前者にては浮腫を後者にては紫斑病を

　批すド而して”IV・1・IVts　B）aei】lugはその感染珊勲

　如f可により此の両者を生じそ亭ると述べたりo即ち以上
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の如くQutncke氏病の原因は遺倒唯体質識毒素言剛

一定せざる現況にあり。従来Qu…11ekO氏病の症歌とし

て記載せられたるものは1～4i即hの直篠を有する急

性限局性の皮麿及皮下組織の働長であり，之は円形で

無痛で稀に痒感あり色は一般に蒼白か或は周園の皮膚

より多少赤く同時に身体の他の部分にも生ずることあ

り，短期間に消失す。腫脹は屡々再発し，又，敷年後

に起ることありoヌ，屡々周期的であるo其の好発部

位は，眼瞼，口唇，頗部，手背’牛顔，陰嚢の一側，

陰茎，下腿全部1其の他皮膚の到る処に生じ左右は非

相対的であるo咽頭，舌及脆結膜等にも来るo会厭浮

腫は稀なる＄死亡例あり。粘膜の腫脹は悪心，嘔吐，

腹痛等の剛陽障碍を招來し，胃，気管支，膀胱等の出

血も報ぜられて居るo又，血色素尿も見られる事あり

（」・sep1・）。一般に無熱なり・好酸球］脅多症のあること

も特有なり。

　以上Quh、cke氏病の文献に表はAz．たる諮症状は余の

§己載せる110例のQutnko氏病様疾患に関する臨床所

見と絹々淫庭あり，即ち余の例にては初期に発熱する

もの多きこと，次で諸麻疹様発疹を伴うこと，局所の

筋肉先づ腫脹し鈍痛及熱感あり，次で皮膚に発赤と炎

性浮腫を見るを普逓とするも従來の『Qllhlcke氏病の記

載には之なし，之余が殊更に「Q1泣tkQ氏病様」と記せ

る所以なy。

　勝沼氏の記載する所によれば其のQUII虫0氏浮腫の

項に「支那揚子江沼岸に一種の超↓方病として存在する

と云はオし，今次支那事変從軍兵：ヒにも多数に見ら矛した」

とありo

　ピルマに所謂ランク㌔一ン臆なるものあり，「共の原因

の有力なるものはGnathosto：mL　S｛）in！即rllm有棘顎Pl

品）なり」とは横山氏¢報ずるところなり。而して周

氏によれぼラyグ例ンに於けるGn｛tthOstQnia　の中間

宿主たるピルマ鰭或は総の生食により感染すると云

う。R其の症歌は同reの］o例の報告中1名難麻疹，］名

喘息を見，刺身肉を食してより早きは6～12日遅くも

ぐ5日にて発病し，刺身肉摂取後より浮腫出現迄の初期

症歌として，4例に翌日叉は，2日後に腹痛及膨満感が

心窩部に起り，それより時日と共に左或は右季肋部に

移動し更に下腹部に達し此の間悪心と下痢を認めたり

と云う。叉，浮席は皮膚に限られ触診するも圧痛なく

指痕は残さない，要するに溺動（は炎症性症験は殆ん

どないかあつても僅かなりとo共の仙浮腫の大さ，移

動性i，存続期問等の点は余の所見と一i致すo又，氏は

浮腫の箇所より鐡体を発見せる例は一一一例もなしo叉余

の見たるビルマのシツタン河畔に於て本病に罹患し中

部スマトラにて再発“L・’7。患者のlk液及腫μ醐照酬腋

の所見は余のパレンバンに於て研究せる諸例と全く同

一なるにるも，或は横山氏のラング・一一ン腫も余の

硲1拍eke氏病様疾患と同じものならんかO今・Gnut・ho－

sto：niosisの文献を閲するに，本病は鐡鶴が皮下組織又

は皮膚内を旬葡し（Creping　diseasの，皮膚に膿瘍等を

作りて別出さる入事多く，又之が眼に來れば別出せざ

れば失明するに至ると云う。余の現在迄に経1験せる

110例申には斯くの如9もの一例もなく，余の右眼に來

りた鴨際も失明するが如き憂は毫もなく翠に球結膜の

高度の充血と眼窩及眼周圃の疹痛を來したるのみなり

壱。叉余の本病患者につき調査せるによるも生魚肉食

が原因と考えらるNものなし。

　上述の余の症例に於ける血液所見，自駿實験並に猿

前眼房内瀦血液接種剥鱒によV本病の病因に就き

余は次の見解を得たり。即ち本病患者」血中に於ては病

原髄は微細なる基本小鰹の形にて赤血球内に侵入し其

の核を侵蝕しっX小球状搬となりて赤血球外に田るも

のにして此のものは好酸球に摂取さるふ事明かなりo

而して余は昭利20年10月自ら再発する本病の右前臆腫

脹局所を穿刺して洞濁する漿液を得其の結締織細胞中

に」也・昨見られたると同様なる微・髄侵入し其の核を「

破壊しd・球｛庚物を形成するを認めたり。即ら知る腫脹

の局所に於ては，筋肉又は筋膜，＊・fi膜，結締織及皮膚

等の細胞内に基本小髄侵入し前限房内病毒接種猿角膜i

上皮細胞に於けると同様の変化を生ずるものなるをo

彌して病原懲を人髄に媒介するものは何なるかは未だ

不明なり。本病の治療には特殊なるものなしo

　　　　　　　文　　　　献

①　　似き沼精∬泥　：五乏新内奉斗学一｜こ雀53…L頁　　昭禾918｛ls

◎　横山秀吉：軍医團雑誌　昭和19年
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（1）　クインケ氏病様疾患

　［tl口、右頬部及上［暦

　の腫脹

※

齢。

・舗

←」〕・“襯

⑱）　中本、左前縛及手背

（皿）右下腿（最大周長51糎）　　　　　本病」血液右前眼房接稚后

日尾：　　　　左　 〃　27〃三　　　　　　一ケ月o限球突出

　　　　　　クインケ氏病末梢1血液（鍍銀法）

識♂

P．正常赤血球

P．罹患　〃

④

c．赤血球ヨリ出タ
　　ル小球状体

E．　エオジン嗜好球

湿）藤田、左側胸部（→）

全左接種后40時間の眼房

水内赤血球ギムザ染色）

健康人赤血球（末梢）鍍銀法


